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年頭挨拶  大地を踏みしめ、更なる躍進の年に 1

自治会長兼公民館長 松 本  淳

グリーンハイツの皆様、明けましておめで

とうございます。昨年中は自治会活動に積極

的にご参加 。ご協力を賜り、心から厚く御礼

を申し上げます。お陰さまで、年間計画に示

された種々の事業もほぼ順調に推移してお

り、31き続き皆様のご支援。ご協力を頂いて、

日標達成に更なる努力を傾けてまいりたい

と存じます。

当自治会の目指す目標は、既にご承知の通り、①緑あrも
~ヽ

れ

る美しい景観のまちづくり ②心豊かで潤いと元気のあるま
ちづくり ③健やかに安らかに楽しく暮らせるまちづくり、
であります。3年前の自治会長就任以来、掲げてきましたこ
の3つの目標を達成すべく、粉骨砕身、全身全霊で体当たり
してきました。幸しヽにして、私の「政策」を理解され、協力

してくださる役員諸氏を始め、多くの皆様のお支えとお力添

えを頂くことができ、誠に感謝に堪えません。

当自治会が特に力を入れていることは、「子どもたちの健や

かな育成」「お年寄りの方′マの健康づくり支援」「景観まちづ

くり」「親睦と交流による絆づくり」であります。少し具体的

に申しますと、地功子ども学習支援活動 (寺子屋)、 操体法 。

生き生き健康クラブ、クロキ並木大通りの景観形成、園芸福

祉の思想に根差す「ふれあいガーデン」の開設などが、それ

であります。

このような地道な実践活動が後プマに豊かな実が結ぶとき、

このグリーンハイツは、きつと素8青らしい町になつているこ

とでしょう。ここに住んで良かつたと皆さんが思い、子孫の

ために「いしヽ古里」を創造し、継承できたことを誇りに思う

ことでしょう。

年頭に当たり、◆一度、私たち自らの立つ位置を見つめ、

大地を踏みしめて更なる躍進を目ざして共に頑張ろうではあ

りませんか !

結びに、このグリーンハイツ地域に在住されるすべての皆

様 (会員・未会員を間わす)が、この 1年、ご健勝のうちに
幸せな日プマをお過ごしになられますよう、,L｀コヽから祈念申し上

げます。

斯年会&威A祝いのご案内

自治会主催の新年会・成人祝いを下記の通り開催しますの

で、多くの会員のみなさんの参加をお待ちしています。

普段着で、ご家族お隣近所揃つてお気軽にご参加ください。

新成人を祝福し、新年を祝いながら歓談しましょう。

日時 :1月 13日 (日 )午後 12:00～ 14:00

場所 :グ リーンハイツ公民館

内容 :ア トラクション 。お楽しみ抽選会ほか

お願い 「お楽しみ抽選会」の賞品提供をお願いします。

ご家庭に提供できる品物がありましたら、班長さんに預

l十 ス hヽ  公 犀館
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す。 [公民館事務室 (月 ～金 9時～12時 )]
なお、ご提供は、1月 10日 (木 )までにお願いします∩

1月 の 自治会活動予定
5日 (土)評 議員会 20:00
13日 (日 )新 年会・成人祝 12:00～ 14:00
19日 (土) 定例役員会 20:00
0若竹会 10日 木曜会  31日 (木)定例会
24日 (木)25日 (金)市労連作品展示会 (中央公民館 )

数命執急法の他強会殉`あιI書す f

こんな時、あなたならどうしますか?

例えば、急に胸が痛くなつた時、家にいて急に倒れた

時・・・。ちょっと、知っているだけで対応が大分変つてき
ますよ !!是非、勉強会にご参加ください。

日時 /1月 10日 (木)13:30～
場所/グリーンハイツ公民館
4催 /白 治 会 、芳 竹 会 、 火クラブ

♪ rglれあいサロンのご案向 ♪
1月 17日 (木) 年後12時  『新年会』

『前田地域漱策 』会れn苦募集『

～臣甍練券を楽しくご―緒に～

前田地域には多くの史跡があります。それらを見学してみ

たいと思いませんか。私たちの身近な地域のことを知る良い

機会ですので、ご参加くださるようお勧めします。

木安内者は、主催者の「うらおそい歴史ガイ ド友の会」です。

※この活動は、当自治会も共催していますので、積極的な

ご参加をお願いします。なお、この催しのチラシが自治会

通信 1月 号と一緒に配られていますので、ご覧ください。

念のため、要点は次の通りです。

○日  時 :2月 17日 (日 )9時～ 12時
○集合場所 :前田自治会館前広場  ○参加料 300円
O募集人員 :120人 l′Jヽ学 3年生以上。小学生は保護者同伴 )
○申込締切 :2月 10日 (日 )午後 5時
O申込先 :浦添グスクようどれ館 (a8749345)
○見学場所 :古い井戸、古い墓、戦跡壕など。

年末町向美化清掃件崇

酎つと会・♭クレーションで盛[I上れlる

～ CGGプ ラス ONE運 動 ～

12月 16日 (日 )に行われた、CGG運 動 (青少年の健
全育成、住みよい街づくりに貢献する目的で全県で実施)は
222名 (う ち児童生徒 78名 )の参力日がありました。
清掃作業で汗を流した後、餅つき会や卓球、グラウンドゴル

つきたてのおもちやぜんざいを美味
しくいただきました。大人も子
どもも一緒に楽 しい交流会に

なりました。前日から準備をし

てくださつた婦人会の皆さん、

年末の忙 しいなか作業に参加

された皆さん、お疲れさまでし

た。
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白治公民館講座 (書道 )終わる。

美しい年賀1点お1出来上白lil事した『

平成 24年度の第 2期 自治公民館講座は、『書道による年賀
状づくり』をテーマに、去る11月 21日 から12月 12日

までの4回にわたって行われました。講師は、砂サ|1栄さん (4
王)工 )。 受講者は平均 18名。砂川さんは、沖展の審査員も務め
る県内書道界の重鎮の一人です。今回の講座は、「年賀状づく

りを通して書道に親しむ」が日標。講座は、第 1講 「年賀状

づくりに使う文具、言葉や文章」、第 2講「はがきサイズ文書
の書き方」、第 3講 「手本を基にした宛名の書き方」、第 4講
「年賀状づくりの実技」。受講者からは、「年賀状や封書の書

き方のコツ、宇形の取り方、芳名録記入の仕方など実用に活

かせるとても良い講座で、先生

得意のジョークも楽しかつた」

の声がありました。なお、平成

24年度第 1期自治公民館講座は、
「園芸講座」を昨年 6月 から9月

にかけて行いました。

寺子屋情報 寺子屋学習勝家庭向け雰日気『

12月 の寺子屋 (地域こども学習支援活動)は、 7回実施
予定でしたが、前田小学校の音楽発表会の日はお休みをした

ので、 6回の実施となりました。その結果、公民館に来て学

習した子どもの数は 23人、延べ 59人でした。今年の寺子
屋最終日にはクリスマスパーティーも兼ねて、 1年を締めく

くりました。この 1年、子どもたちの学習支援者として、お

忙しい中を時間を割いて地域のために尊いご奉仕をしてくだ

さつた 10名 の皆様に心から御礼を申し上げます。ご苦労さ
までした。

昨年最後の寺子屋活動 となった 12月 20日 (木曜 日)は、
子どもたちも早めに宿題を済ませました。皆の意見で、ゲ

ームはフルーンバスケットに決定 !席の取り合いです。腰

掛に座れない人が鬼になります。ゲームが始まるとみんな

真剣です。 1つの腰掛に 2人座つてお尻でおしくらまんじ
ゅうをしたり、手を叩きながら爆突したり、教室は歓声で

盛 り上がりました。楽しい雰囲気の中で定刻になり、かわ

いい小袋に入つたお菓子が配られ、余韻を残して終了しま

した。今年の寺子屋活動は、 1月 10日 (木)か ら始まり
ます。 (学習支援員 。花城てる子)

「蒜い羽若R共同幕金」報告こ占礼

皆さまから、多くの募金がありました。ご協力ありがとう
ございました。下記の通り、ご報告しお礼と致します。

平成 24年度  「赤い羽根共同募金」 (目安一世帯500円 )
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143 200 287

白治会福祉相譲女擬体制づく[:推進事業殉l始書ι:書す r

～Jl地露福祉活動活性化モ手『し助威事業～

浦添市社会福祉協議会では、福祉のまちづくりを支援し、

地域福祉の充実を図るため、地域自治会単位で「小地域福祉

活動活性化モデル助成事業」を今年 3月 までに実施し、達成

する計画です。現年度は、当自治会を含む 7つの団体が同事
業の実施を受け入れ、日下、推進中です。

事業内容は、①地域福祉湘談窓日の設置による推進体制の

整備 ②福祉相談員の養成研修 ③要援護者の地域支援ネ
ントワ~ク づくり等です。
①の相談窓日の設置そのものは、特に設備を要するもので

はなく、従来の自治会活動に加えて新規の事業として機能さ

せるもので、ソフト事業として対応します。②の相談対応者

の養成研修は、先月 12月 10日 と17日 の 2回実施されま
した。第 1回は、浦添市社協 。地域福祉推進 R果長 (中本昌幸
氏)に よる「市社協における地域福祉活動の現状」、第 2回
は、かみさと社会福祉研究所長 (神里博武氏)による「地域
での支え合いと相談活動」というテーマでの研修会でした。

浦添市社協の活動は、赤い羽根共同募金や歳末助け合い運

動などで、よく知られてはいますが、実際の中身はあまり知

られていない部分も多く、私たちの日常生活の中で、社協と

の接触面がいかに多いかということを改めて認識させられ

ました。

また、来る4月 から実際に相談を受けてサービスを提供す

ることになる福祉相談員の研修では、「面接者の心得と技法」

について、実践的な事例を通して学習しました。    i
なお、この活動を担う福祉相談員は、自治会の民生委員・

児童委員を始め、自治会の正副会長、その他のボランティア

有志数人から成つています。 (希望者は歓迎します)

また、この新規事業に関する PRのため、特別にチラシを
作成して、自治会通信 12月 号と一緒に全世帯に配布しまし
たが、お読みになりましたでしょうか。自治会の福祉相談窓

口では、どのような相談でモゝ受け付けて、消切なサービスが

談ください。直接自治会事務所に来られてのご相談、お電話

でのご相談、いずれでもOKです。
※このモデル事業については、これからも随時広報してい

きますので、是非お目通しください。

損田 『子ども科学軟室 Jて楽しく学習 r
昨年 12月 24日 (月 )の年前中、子ども会のクリスマス
会を兼ねて「子ども科学教室」を開きました。この仮設実験

授業の先生は、昨年夏の子ども科学教室でも指導された 3予)王
の槙田正法先生 (泊小学校勤務)。 子どもたちは、始まる前

からフクフクしていました。今回のテーマは「不思議な石・

磁石」。 日ごろ使っている硬貨
のか、実験して確かめました。

また「くるくるレインボー」

も作 りました。子 ども会から

学用品やお菓子のプレゼントが

あり、楽しい半日を過ごしまし

た。
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昨年 12月 、グリーンハイツ公民館の玄関に立派なクリス

マスツリーが飾られ、色とりどりのイル

ミネーションがピカピカ輝きました。こ

れは、国吉久枝さん (31リエ)からクリス
マスプレゼン トとして自治会に贈られ

たものです。特に子どもたちが大喜びで

した。今年の冬も輝きを放ち楽しい雰囲
気を醸し出してくれることでしょう。国

吉さんご一家のご芳志に感謝申し上げ
ますとともに、会員の皆様にもお知らせ
いたします。




